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Re:
D
esign

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関（
I
G
E
S
）の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

リ
デ
ザ
イ
ン
の
勧
め

相
互
に
関
連
す
る
大
気
汚
染・

気
候
変
動・公
衆
衛
生

２
０
２
１
年
３
月
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
）
は
、
２
０
０
万
人
以
上
の

死
者
、
大
恐
慌
並
み
の
景
気
低
迷
、
そ
し
て
多
く
の
苦

し
み
と
喪
失
を
も
た
ら
し
て
い
る
⑴
。
こ
の
よ
う
な
広

範
囲
に
わ
た
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
相
互
に
関
連
す
る
複
数
の
リ
ス
ク
に
結
び
つ

い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
同
様
に
相
互
に
深
く
関
連
す

る
大
気
汚
染
、
気
候
変
動
、
公
衆
衛
生
の
課
題
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
同
じ
よ
う
に
地
球
規
模
の
破
壊

的
な
危
機
と
な
り
得
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
及
ぼ
し
た
大
気

汚
染
、
気
候
変
動
、
公
衆
衛
生
へ
の
影
響
か
ら
学
び
、

相
互
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
へ
の
対
策
を
見
直
す
き
っ
か

け
と
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
や
経
済
の
減
速
が
、大
気
汚
染
物
質（
特

に
Ｎ
Ｏ
２
や
Ｃ
Ｏ
２
）
の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
観

測
さ
れ
て
い
る
⑵
。
大
気
汚
染
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
が
リ
バ
ウ

ン
ド
し
た
地
域
も
存
在
す
る
が
⑶
、
大
気
質
の
向
上
を

経
験
し
た
こ
と
で
生
じ
た
よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
る
動

き
が
、
汚
染
物
質
の
排
出
削
減
政
策
の
後
押
し
と
な
る

可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
の
直
接

的
な
被
害
に
対
し
て
、
各
国
は
野
心
的
な
政
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
復
興
策
と
し
て
世
界
全
体
で
総

額
数
兆
米
ド
ル
の
資
金
が
割
り
当
て
ら
れ
、
こ
れ
が
グ

リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
や
持
続
不
可
能
な
社
会
経
済
シ
ス

テ
ム
の
リ
デ
ザ
イ
ン
の
格
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る

⑷
。
重
要
な
の
は
、
短
期
的
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施

し
、
長
期
的
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
を
多
く

排
出
す
る
よ
う
な
開
発
を
避
け
る
と
い
っ
た
、
統
合
的

な
判
断
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

「
ト
リ
プ
ル
Ｒ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」の
役
割

こ
う
し
た
政
策
立
案
と

意
思
決
定
を
支
援
す
る
た

め
に
、
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
は
「
ト

リ
プ
ル
Ｒ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
」
を
用
い
た
統
合
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
案
し
て

い
る
⑸
。
本
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

を
経
験
す
る
現
代
に
お
い

て
、
①
喫
緊
の
課
題
へ
の

対
応
（Response

）、
②

経
済
刺
激
策
等
を
用
い
た

幅
広
い
復
興
策（Recovery

）、③
持
続
可
能
な
社
会
を

見
据
え
た
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の
再
設
計（Redesign

）

の
三
つ
の
要
素
を
整
理
し
、
こ
れ
ら
を
統
合
的
に
考
え

る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
大
気
汚
染
の
改
善
、
気
候

の
安
定
化
及
び
公
衆
衛
生
の
改
善
に
関
す
る
政
策
立
案

へ
の
応
用
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

危
機
へ
の
対
応（Response

）

コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
す
る
中
で
、
政
府
は
当
然
な
が

ら
公
衆
衛
生
を
優
先
す
る
。
一
方
で
、
大
気
汚
染
の
削

減
策
は
、
人
々
の
健
康
の
向
上
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
、
特
に
自
治
体
レ
ベ
ル
の
保

健
機
関
や
運
輸
関
連
の
機
関
等
は
、
大
気
汚
染
が
深
刻

で
あ
る
地
域
で
の
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
例

え
ば
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
支
援
、
感
染
防
止
に
有
効
な
マ

ス
ク
の
配
布
、
汚
染
が
激
し
い
地
域
（
発
電
所
や
交
通

量
が
多
い
道
路
の
周
辺
等
）
に
住
む
失
業
者
へ
の
財
政

支
援
な
ど
の
協
調
的
な
取
り
組
み
の
実
施
が
有
効
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
イ
ン

ド
政
府
の
低
所
得
家
庭
の
女
性
た
ち
へ
の
自
炊
用
Ｌ
Ｐ

Ｇ
ボ
ン
ベ
無
料
支
給
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

Ｌ
Ｐ
Ｇ
は
石
炭
や
動
物
の
フ
ン
な
ど
の
燃
料
と
比
べ
大

気
汚
染
が
少
な
い
た
め
、
健
康
被
害
を
緩
和
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
時
代
の
三
つ
の

課
題
と
政
策
統
合

ナ
ン
ダ
・
ク
マ
ー
ル
ジ
ャ
ナ
ル
ダ
ナ
ン

エ
リ
ッ
ク
・
ザ
ス
マ
ン
／
河
津
恵
鈴
（
※
）

第5 回

引用文献　 ⑴ World Bank, 2021
⑵ Selvam, et al., 2020; Baldasano, 2020; Le Quéré, et al., 2020; Myllyvirta, 2020
⑶ Zheng, et al., 2020
⑷ OECD, 2020

図：トリプルRフレームワーク（IGES）
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危
機
か
ら
の
回
復（Recovery

）

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
策
は
、
人
々
の
健
康
や
大
気

質
の
清
浄
さ
を
守
り
、
気
候
を
安
定
さ
せ
る
施
策
に
資

す
る
も
の
が
望
ま
し
く
、
政
府
は
ク
リ
ー
ン
な
大
気
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
を
促
す
経
済
刺
激
策
を
立
案
す

べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
脱
炭
素
化
を
目
指
す
日
本
政

府
が
創
設
し
た
研
究
・
開
発
へ
の
基
金
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
で
大
気
の

質
や
人
々
の
健
康
に
資
す
る
可
能
性
が
あ
る
⑹
。
経
済

刺
激
策
に
よ
る
人
々
の
健
康
や
大
気
汚
染
へ
の
恩
恵
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
の
加
速
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
⑺
。
ま
た
こ

れ
ら
の
恩
恵
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
で
、
化
石
燃
料

産
業
へ
の
適
切
で
は
な
い
補
助
金
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と

も
期
待
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
グ
リ
ー
ン
な
復
興
策
は
、

大
気
の
質
や
気
候
、
ひ
い
て
は
健
康
、
特
に
汚
染
が
激

し
い
地
域
で
生
活
す
る
人
々
の
健
康
に
明
確
か
つ
多
大

な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

社
会
経
済
の
リ
デ
ザ
イ
ン（Redesign

）

大
気
汚
染
、
気
候
変
動
、
公
衆
衛
生
を
統
合
し
た
戦

略
を
実
現
す
る
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の
多
い
開
発
を

抑
止
す
る
シ
ス
テ
ム
や
制
度
の
リ
デ
ザ
イ
ン
が
鍵
と
な

る
。
こ
の
「
シ
ス
テ
ム
」
に
は
、複
数
の
意
味
が
あ
る
。

一
つ
は
、
自
動
車
で
の
移
動
を
優
先
し
た
道
路
建
設
計

画
な
ど
の
「
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
」、
Ｃ
Ｏ
２
や
汚
染
物
質
を

大
量
に
排
出
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
促
進
す
る
社
会

の
「
イ
ン
フ
ラ
」
を
指
す
。
化
石
燃
料
へ
の
依
存
を
高

め
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
イ
ン
フ
ラ
も
同
様
で
あ
る
。
低

排
出
な
選
択
肢
を
制
限
す
る
生
産
と
消
費
の
シ
ス
テ
ム

を
解
体
す
る
に
は
、
社
会
全
体
で
の
協
調
し
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
で
「
シ
ス
テ
ム
」
の
中
に
は
、
目
に
見
え
に
く

い
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
自
転
車

専
用
レ
ー
ン
の
建
設
に
は
、
街
灯
の
設
置
や
ゾ
ー
ニ
ン

グ
、
駐
車
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
な
ど
が
不
可
欠
で
あ

る
。
同
様
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
は
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
だ
け
で
な
く
、
電

気
代
の
価
格
設
定
の
改
善
や
家
庭
に
お
け
る
低
排
出
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
に
関
す
る
意
識
向
上
が
必
要
で

あ
る
⑻
。

恐
ら
く
最
も
目
立
た
な
い
が
重
要
な
例
と
し
て
、「
制

度
」
の
リ
デ
ザ
イ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。
様
々
な
課
題
に

対
し
て
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
ら
ず
、
個
々
の
課

題
に
個
別
に
対
応
す
る
プ
ロ
セ
ス
や
制
度
が
、
持
続
不

可
能
な
政
策
に
つ
な
が
る
原
因
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な

縦
割
り
型
の
制
度
は
、
政
府
や
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
考
え
方
や
行
動
に
浸
透
し
て
お
り
、
こ
れ
を

解
消
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
例
え
ば
大
気
部
門

と
気
候
部
門
を
再
編
成
し
て
一
つ
の
部
門
と
し
た
り
、

政
策
予
算
に
タ
グ
を
付
け
、
大
気
・
気
候
・
公
衆
衛
生

へ
の
メ
リ
ッ
ト
を
可
視
化
し
た
り
す
る
こ
と
も
有
効
で

あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
、
大
気
汚
染
・
気
候
変
動
・
公

衆
衛
生
の
重
要
な
関
係
性
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

り
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
向
け
た
各
種
計
画
を
進

め
る
上
で
、
こ
う
し
た
相
互
関
係
を
見
失
わ
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
ト
リ
プ
ル
Ｒ
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、

こ
う
し
た
相
互
関
係
を
関
連
す
る
政
策
に
反
映
す
る
た

め
の
支
援
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
本
稿
で
は
国
や
自
治
体
の

役
割
に
焦
点
を
当
て
た
が
、
そ
の
他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
も
統
合
的
な
政
策
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
よ
り
統
合
的

解
決
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ト
リ
プ
ル
Ｒ
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
貢
献
で
き
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
※
）執
筆
者

Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
気
候
変
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー　

リ
サ
ー
チ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー　
ナ
ン
ダ
・
ク
マ
ー
ル
ジ
ャ
ナ
ル
ダ
ナ
ン

Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
持
続
可
能
性
ガ
バ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー　

リ

サ
ー
チ
リ
ー
ダ
ー　
エ
リ
ッ
ク
・
ザ
ス
マ
ン

Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
戦
略
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス　
プ
ロ
グ

ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
河
津
恵
鈴

⑸ Zusman, et al., 2020
⑹ Kihara & Kajimoto, 2020
⑺ Slezak, 2017
⑻ Faruqui, et al., 2010
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